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第
一
二
回
『
福
祉
ま
つ
り
』

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

　

第
一
二
回
『
福
祉
ま
つ
り
』

は
、
地
域
住
民
と
事
業
団
体
お

よ
び
労
働
団
体
組
合
員
・
家
族

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
定
し
、

勤
労
者
福
祉
の
増
進
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
四
月
二
九
日
（
木
）

に
み
ず
ほ
の
自
然
の
森
公
園
に

お
い
て
、
連
合
栃
木
第
八
一
回

中
央
メ
ー
デ
ー
と
同
時
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
連
合
栃
木
・

中
央
労
働
金
庫
栃
木
県
本
部
・

全
労
済
栃
木
県
本
部
・
栃
木
県

労
働
者
消
費
生
活
協
同
組
合
・

栃
木
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
・
と
ち
ぎ
コ
ー
プ
・
栃
木
県

労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ら
び

に
栃
木
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

で
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、
企

画
か
ら
開
催
要
項
の
具
体
化
ま

で
実
行
委
員
会
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
『
福

祉
ま
つ
り
』
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
福
祉
に
関
連
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
各
事
業
団
体
の
暮

ら
し
に
関
す
る
相
談
室
の
開

設
・
生
活
保
障
設
計
に
関
わ
る

相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
。「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
愛
の
森
」
な
ら

び
に「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
」

に
よ
る
パ
ン
の
販
売
、
併
せ
て

栃
木
県
盲
導
犬
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
体
験
歩
行
ま
た
、
と
ち
ぎ

コ
ー
プ
を
始
め
と
す
る
団
体
に

よ
る
生
鮮
食
料
品
の
販
売
、
子

供
た
ち
を
対
象
と
し
た
チ
ビ
ッ

コ
広
場
の
開
設
・
移
動
動
物
園
・

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
工
夫
し
た
取
り

組
み
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事

務
局
で
の
出
店
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
お
も
ち
ゃ
つ
り
大
会
、
綿

菓
子
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
の
販
売
等
、
昨
年
よ

り
充
実
し
た
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
回
会
場

を
賑
わ
す
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
募
集
期
間
を
三
月
二
九
日
～

四
月
一
五
日
に
設
定
し
、
リ
ビ

ン
グ
マ
ロ
ニ
エ
三
月
二
八
日
号

で
宇
都
宮
全
域
に
周
知
を
は
か

り
、
四
〇
店
舗
の
募
集
を
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
四

店
舗
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。

　

開
催
当
日
は
、
一
般
参
加
者

と
メ
ー
デ
ー
の
参
加
者
で
会
場

は
賑
わ
い
、
エ
ア
ー
ジ
ャ
ン
ポ

ン
・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
す
る
人

た
ち
や
可
愛
い
動
物
と
の
触
れ

合
い
で
喜
ぶ
子
供
達
で
賑
わ
う

と
と
も
に
、
生
鮮
野
菜
の
買
出

し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
場
で

の
掘
り
出
し
物
を
探
す
人
達
で

一
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
『
福
祉
ま
つ
り
』
が

成
功
で
き
た
の
は
、
実
行
委
員

の
皆
様
と
関
係
各
位
の
ご
協
力

に
よ
る
成
果
で
あ
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
第
一
回
】
住
ま
い
を
巡
る
法
規
制
の
変
化
ー
二
〇
一
〇
年
秋
に

施
工
さ
れ
た
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
と
は
？

中
央
労
働
金
庫
『
住
宅
に
関
わ
る
〝
知
っ
得
情
報
〟』

二
支
部（
那
須
・
宇
河
）開
設
さ
れ
る

働
く
人
の
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー

　

あ
の
「
構
造
計
算
偽
装
」
事

件
の
後
、「
建
築
基
準
法
」
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
手
続
き
が

煩
雑
に
な
り
過
ぎ
、
建
築
確
認

業
務
が
遅
滞
し
て
住
宅
着
工
数

が
一
時
激
減
し
、「
官
製
不
況
」

と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
混
乱
が

起
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
建
築
士
法
」
も
改

正
さ
れ
、
消
費
者
保
護
と
し
て

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」「
特
定
住

宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
」（
住
宅

瑕
疵
担
保
履
行
法
）
等
も
成
立

し
ま
し
た
。

　

後
者
は
平
成
二
十
一
年
十
月

一
日
の
引
き
渡
し
物
件
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

一
言
で
言
え
ば
、
新
築
住
宅

を
供
給
す
る
建
設
業
者
や
宅
建

業
者
等
に
対
し
て
、「
住
宅
品

質
確
保
法
」
で
定
め
ら
れ
た
十

年
間
の
瑕
疵
担
保
責
任
※
⑴
の

履
行
を
確
保
す
る
た
め
、「
保

証
金
の
供
託
※
⑵
」ま
た
は「
保

険
加
入
」
の
い
ず
れ
か
の
資
力

確
保
措
置
を
義
務
付
け
る
法
律

で
す
。

　
「
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
」

の
対
象
と
な
る
の
は
、
戸
建
て

や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
新
築
の
住

宅
で
す
。
資
力
確
保
が
義
務
付

け
ら
れ
る
対
象
者
は
、
人
々
に

新
築
住
宅
を
売
る
宅
建
業
者
と

工
事
を
請
け
負
っ
て
新
築
住
宅

を
建
て
る
建
設
業
者
で
す
。

　

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
平
成

二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
、

一
般
の
人
々
に
対
し
て
新
築
住

宅
を
引
き
渡
す
場
合
に
、
建
設

業
者
又
は
売
主
の
宅
建
業
者

は
、
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険

に
加
入
し
て
い
る
事
を
証
す
る

保
険
証
券
の
写
し
又
は
保
証
金

を
供
託
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る
供
託
書
の
写
し
な
ど
を
手

渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
十
年
以
内

に
、
雨
漏
り
や
構
造
の
瑕
疵
が

発
見
さ
れ
て
補
修
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
、
建
設
業
者
や
宅

建
業
者
が
倒
産
し
て
い
て
も
、

保
険
金
の
支
払
や
保
証
金
の
還

付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
対
象
と
な

る
範
囲
は
、
構
造
耐
力
上
主
要

な
部
分
と
雨
水
の
浸
入
を
防
止

す
る
部
分
に
つ
い
て
だ
け
で

す
。
た
し
か
に
部
分
的
に
消
費

者
保
護
に
は
な
り
ま
す
が
、
十

年
過
ぎ
た
ら
責
任
は
な
い
と
い

う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
法
律
の
保
護
が

あ
る
か
ら
十
分
安
心
と
は
言
え

ず
、技
術
力
の
あ
る
施
工
者
と
、

建
て
主
の
代
わ
り
に
、
専
門
的

な
目
で
工
事
状
況
を
監
督
す
る

監
理
者
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
る
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

※
⑴
瑕
疵
担
保
責
任
…
瑕
疵
（
欠
陥
・
欠
点
）

に
対
し
て
責
任
を
負
う
こ
と

※
⑵
保
証
金
の
供
託
…
法
律
で
定
め
ら
れ
た

保
証
金
の
供
託
・
法
律
で
定
め
ら
れ
た
額
の

保
証
金
（
現
金
等
）
を
あ
ら
か
じ
め
法
務
局

な
ど
の
供
託
所
に
預
け
て
お
く
こ
と

◇
執
筆
・
高
橋
偉
之
（
設
計
協
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
）

　

兼
ね
て
か
ら
懸
案
で

あ
っ
た
支
部
の
設
立
が

連
合
栃
木
那
須
地
域
協

議
会
な
ら
び
に
連
合
栃

木
宇
河
地
域
協
議
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
、

二
月
二
五
日
の
那
須
支

部
設
立
準
備
会
を
経
て
、

三
月
一
九
日
『
働
く
人

の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

と
ち
ぎ
那
須
支
部
』
が

大
田
原
市
に
設
立
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
四
月
七
日

の
宇
河
支
部
設
立
準
備

会
を
経
て
四
月
二
一
日
、

連
合
栃
木
宇
河
地
域
協

議
会
の
会
議
室
に
お
い

て
、『
働
く
人
の
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
宇

河
支
部
』
が
宇
都
宮
市

に
設
立
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
面
の
取
り
組
み
は
、

①
職
場
の
悩
み
相
談
、

②
金
融
相
談
、
③
く
ら

し
の
保
障
相
談
を
中
心

に
相
談
業
務
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
、
開
設
し

た
ば
か
り
で
き
め
細
か

な
相
談
業
務
に
は
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
相
談
員
が
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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保
障
設
計
を
考
え
る

自分のため

家族のため

〜
死
亡
保
障
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
〜

遺
族
の
た
め

死
亡
保
障
は
必
須
で
す
。

保
障
の
内
容
を
見
直
し
て

掛
金
（
保
険
料
）
の
節
約
を

保障のことなら

全国労働者共済生活協同組合連合会

　
（
財
）
日
本
消
費
者
協
会
の

調
べ
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
葬

儀
費
用
の
全
国
平
均
額
は
約
二

三
一
万
円
で
す
。

　

こ
れ
は
一
つ
の
死
亡
保
障
の

目
安
に
な
り
ま
す
が
、
死
亡
保

障
の
目
的
を
考
え
る
と
、
そ
れ

だ
け
で
は
必
ず
し
も
十
分
で
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

全
労
済
で
は
、
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
ご
と
に
必
要
保
障
額
を
見

直
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

あ
っ
た
保
障
を
備
え
る
こ
と
を

ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

遺
族
保
障
を
考
え
る
と
き
に

必
要
な
の
は
、
何
の
た
め
に
保

障
を
準
備
す
る
の
か
を
理
解
す

る
こ
と
で
す
。
必
要
保
障
額
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
は
、
結
婚

し
て
子
ど
も
が
で
き
た
と
き
。

子
ど
も
の
独
立
後
は
、
夫
婦
の

退
職
後
の
生
活
資
金
づ
く
り
を

メ
イ
ン
に
し
た
老

後
保
障
へ
シ
フ
ト

す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

家
族
の
成
長
に

あ
わ
せ
て
必
要
な

保
障
額
も
変
わ
り

ま
す
。

　
「
高
額
な
ほ
ど

良
い
」
と
い
う
考

え
を
見
直
し
て
、

無
駄
な
く
充
分
な

安
心
が
得
ら
れ
る

保
障
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

　

万
一
の
た
め
に
備
え
る
保
障

額
は
「
家
族
の
成
長
に
合
わ
せ

て
増
や
す
・
減
ら
す
」
が
基
本
。

　

例
え
ば
、
結
婚
や
お
子
さ
ま

の
誕
生
時
な
ど
、
守
る
べ
き
家

族
が
増
え
た
ら
「
増
や
す
」、

お
子
さ
ま
が
独
立
し
た
ら
「
減

ら
す
」
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、「
そ
の
時
そ
の
時
に
必

要
な
安
心
」
を
考
え
、
過
不
足

を
な
く
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
方
の
医
療
保
障
。
入
院
の

心
配
は
年
齢
と
と
も
に
高
ま
り

ま
す
の
で
、
長
く
続
く
安
心
を

準
備
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
労
済
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、「
や
さ
し
い
保
障
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
」
と
い
う
特
設
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
入
力
す
る
こ
と

で
、「
今
」
必
要
な
保
障
額
が

算
出
で
き
ま
す
。

　

見
直
し
の
際
の
一
助
と
な
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

保
障
が
充
実
し
て
い
る
ほ

ど
、
万
一
の
時
は
安
心
で
す

が
、「
高
額
保
障
で
貧
乏
生
活
」

で
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
保
障
を

全
労
済
の
『
せ
い
め
い
共
済
』

や
『
こ
く
み
ん
共
済
』
で
備
え
、

無
理
や
ム
ダ
の
な
い
保
障
を
備

え
ま
し
ょ
う
。

ライフステージにみる必要保障額の考え方（遺族保障）

結婚したら、
パートナーのことを
考えて安心の保障。

独身期には、そんなに
大きな保障は
必要ありません。

大型保障で大切な
家族を守りましょう。

子どもが成長した
老後は大きな保障も
必要ありません。

（団体生命移行共済）

20歳
低

高

30歳 40歳 50歳 60歳 70歳

必
要
保
障
額 独身

結婚

老後出生（第1子）
出生（第2子）
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労
福
協
福
祉
資
金
寄
贈

　
全
労
済
が
顧
客
満
足
度
で

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
　

全労済は、これからも
より良いサービスを
目指します！

　

経
済
産
業
省
の
委
託
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協

議
会
が
行
っ
た
顧
客
満
足
度
指

数
調
査
に
お
い
て
、
全
労
済
が

「
損
害
保
険
（
共
済
）
業
界
一

位
」、「
生
命
保
険
（
共
済
）
業

界
二
位
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

全
労
済
で
は
こ
の
結
果
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

※
「
損
害
保
険
（
共
済
）
業

界
」
と
は
、
主
な
損
害
保
険
会

社
・
共
済
団
体
十
二
社
、「
生

命
保
険
（
共
済
）
業
界
」
と
は
、

主
な
生
命
保
険
会
社
・
共
済
団

体
十
二
社

　

こ
の
調
査
は
、
サ
ー
ビ
ス
産

業
生
産
性
協
議
会
が
、
主
な

サ
ー
ビ
ス
業
二
九
業
界
・
ニ
九

一
社
を
対
象
に
、
平
成
二
一
年

度
調
査
結
果
と
し
て
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ー

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
【
出
典
】
サ
ー
ビ
ス
生
産
性

協
議
会
「
平
成
二
一
年
度
日
本

版
顧
客
満
足
度
指
数
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
）
調
査
結
果
」

　

三
月
二
六
日
に
、『
福
祉
ま

つ
り
な
ら
び
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
』
な
ど
で
会
員
な
ら
び

に
組
合
員
の
皆
様
か
ら
ご
協
力

を
し
て
貰
っ
た
カ
ン
パ
金
を
福

祉
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蔵
の

街
た
ん
ほ
ぽ
の
会
』
に
対
し
、

二
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
寄
贈
を
致

し
ま
し
た
。
カ
ン
パ
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）「生きる」を創る。

医療保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

【特約】
がん以外の病気・ケガの保障

【特約】
女性の上乗せ保障

プラス プラス

労生協指定店労生協指定店
・パナホーム北関東
・栃木ミサワホーム
・栃木セキスイハイム
・阿部興業
・㈱カナメ

・パナホーム北関東
・栃木ミサワホーム
・栃木セキスイハイム
・阿部興業
・㈱カナメ

・トヨタウッドユーホーム
・大和ハウス
・トヨタホームあおい
・山中商会

・トヨタウッドユーホーム
・大和ハウス
・トヨタホームあおい
・山中商会

お近くの展示場に行かれた時「栃木労生協の組合員」と言って下さい。
記念品を差し上げます。いろいろな情報を賢く収集しましょう。
栃木労生協は常に「明るく・元気に・楽しく」を合い言葉に組合員の皆
様のお役に立てるよう仕事に励んでおります。どんな些細な事でもお気
軽にご相談下さい。

マイホーム・リフォーム考えてみませんか！
信頼のおけるハウスメーカーにぜひお任せください。

労生協のガソリンカード持ってて便利申込み受付中•

家族カードもご利用になりませんか！お待ちしております

タイヤの入れ替え、洗車、オイル交換、その他の作業も「労生協ガソ

リンカード」があればお支払いはラクラク！ぜひご利用下さい。●お問い合わせは●

☎028(621) 415 7 　担当：大塚まで
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福祉センター

労
福
協
主
催福

祉
ま
つ
り
に
参
加
　

お問い合わせは
とちぎコープ総合企画室
０２８-６３４－５１１７
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http://www.ecolife.coop/

授
産
製
品
の

販
売
を
始
め
ま
し
た

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

四
月
二
十
九
日
、
十
一
時
よ

り
労
福
協
が
主
催
す
る
「
福
祉

ま
つ
り
」
が
、
み
ず
ほ
の
自
然

の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
福
祉
ま
つ
り
」
は
、
今
年

で
十
二
回
目
を
む
か
え
、
地
域

住
民
と
勤
労
者
お
よ
び
家
族
の

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
勤
労

者
福
祉
の
増
進
と
親
睦
を
深
め

る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
生
鮮

野
菜
果
物
な
ど
の
販
売
。

　

子
供
た
ち
に
も
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

に
エ
ア
ー
ジ
ャ
ン
ボ
、
ミ
ニ
動

物
園
や
模
擬
店
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

く
ら
し
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
や

事
業
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る

ブ
ー
ス
な
ど
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
お
り
ま
し
た
。

　

当
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
参
加

し
、（
財
）
東
日
本
盲
導
犬
協

会
よ
り
盲
導
犬
と
指
導
員
を
派

遣
し
て
い
た
だ
き
、
盲
導
犬
の

啓
蒙
活
動
に
協
力
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
も
参
加
い
た
だ
き
盲
導
犬
関

連
の
物
品
の
販
売
や
募
金
活
動

も
行
い
ま
し
た
。
特
定
非
営
利

活
動
法
人
「
ふ
れ
愛
の
森
」
や

「
ホ
ワ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
」
の

方
々
に
よ
る
パ
ン
の
販
売
も
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
昼
近
く
よ
り
時

よ
り
雨
が
ち
ら
つ
く
天
気
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方
に
お

い
で
い
た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に

無
事
、
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
階

ロ
ー
ビ
ー
で
栃
木
県
授
産
事
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な

が
ら
授
産
製
品
の
販
売
を
四
月

よ
り
始
め
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
始
め
た
ば
か
り
で
品

数
は
豊
富
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
少
し
で
も
授
産
所
で
働
く

人
達
に
協
力
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ど
の
製
品
も
手
作
り
で
、
心

の
こ
も
っ
た
物
ば
か
り
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
出
で
の
際

は
、
是
非
、
立
ち
寄
り
ご
覧
の

う
え
、お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
、
地
球
環
境
は

様
々
な
危
機
を
迎
え
て
お
り
世

界
各
国
で
温
暖
化
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
意
識
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
と
は
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
が
増

え
す
ぎ
て
、
地
球
の
温
度
が
高

く
な
っ
た
り
異
常
気
候
を
引
き

起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私
た

ち
が
生
活
の
中
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を

な
る
べ
く
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
と
ち
ぎ

コ
ー
プ
で
は
、
消
費
者
組
織
と

し
て
く
ら
し
の
見
直
し
や
啓
発

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

「
１
日
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ー
ト
」
の
実
施
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
家
族
で
参
加
す

れ
ば
１
日
に
減
ら
す
こ
と
の
出

来
る
Ｃ
Ｏ
２
量
の
目
安
が
分
か

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
知
恵
や
工
夫
を
参

考
に
、
わ
が
家
の
エ
コ
ラ
イ
フ

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
１

日
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ー
ト
」
希
望
の
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
電
話
で
の
ご
連
絡
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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今
後
の
予
定

五
月

一
九
日連

合
栃
木
総
研
理
事
会

働
く
人
の
生
活
相
談

セ
ン
タ
ー
理
事
会

二
〇
日全

労
済
宇
都
宮
西
地
区

運
営
委
員
会

二
一
日労

働
者
福
祉

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会

二
五
日連

合
栃
木
芳
賀
地
協

第
七
回
幹
事
会

二
八
日栃

木
県
労
福
協
定
期
総
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会

栃
木
労
生
協
通
常
総
代
会 

二
九
日栃

木
県
高
等
学
校
教
職
員

組
合

六
月

三
日
～
四
日

全
国
研
究
集
会

九
日

第
四
回
働
く
人
の
生
活

相
談
セ
ン
タ
ー
総
会

一
一
日
～
一
二
日

第
四
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

二
五
日栃

木
県
生
活
協
同
組
合

連
合
会
通
常
総
会

東
照
宮
の
あ
れ
こ
れ

★

①
眠
り
猫

　

前
足
を
し
っ
か
り
と
踏
ん
張

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
は
徳

川
家
康
を
護
る
た
め
に
寝
て
い

る
と
見
せ
か
け
、
い
つ
で
も
飛

び
掛
ら
れ
姿
勢
を
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う

一
つ
の
教
え
と
し
て
、（
裏
側

で
雀
が
舞
っ
て
い
て
も
）『
猫

も
眠
る
ほ
ど
の
平
和
』
を
表
し

て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

②
神
厩
舎
の
猿

　
神
厩
舎
に
は
猿
の
彫
刻
を
施

し
た
八
枚
の
浮
き
彫
り
画
面
が

あ
り
、
猿
が
馬
を
守
護
す
る
動

物
だ
と
い
う
伝
承
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
猿
の
一
生
が

描
か
れ
て
お
り
、
ひ
い
て
は
人

間
の
平
和
な
一
生
の
過
ご
し
方

を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　
眠
り
猫
に
続
い
て
良
く
知
ら

れ
て
い
る
『
見
ざ
る
、
言
わ
ざ

る
、
聞
か
ざ
る
』
で
有
名
な
三

匹
の
猿
は
こ
の
神
厩
舎
に
造
ら

れ
た
一
枚
に
過
ぎ
な
い
。
な
お

『
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞
か

ざ
る
』
は
幼
少
期
に
は
悪
事
を

見
な
い
、
言
わ
な
い
、
聞
か
な

い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
教
え
で

も
あ
る
。

③
陽
明
門

　

寛
永
一
二
年
に
建
て
ら
れ
た

銅
瓦
葺
き
の
楼
門
建
築
で
す
。

　

陽
明
門
に
は
当
時
の
技
術
の

最
高
峰
が
つ
ぎ
込
ま
れ
、
彫
刻

の
数
は
五
〇
八
体
に
の
ぼ
り
、

軒
下
に
は
金
と
極
彩
色
に
彩
ら

れ
た
麒
麟
、
そ
の
下
に
は
白
色

の
竜
、
ま
た
そ
の
下
に
は
こ
ど

も
達
の
透
か
し
彫
り
が
施
さ
れ

て
い
る
。
一
層
目
に
は
獅
子
や

こ
ど
も
達
が
彫
り
こ
ま
れ
て
い

る
。
一
日
中
見
て
い
て
も
飽
き

な
い
こ
と
か
ら
通
称『
日
暮
門
』

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

柱
は
一
二
本
あ
り
、
そ
の
中

で
も
裏
側
の
左
か
ら
二
番
目
の

柱
は
『
魔
除
け
の
逆
柱
』
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
柱
の
向
き
が
逆

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
言

わ
れ
は
『
完
成
し
た
瞬
間
か
ら

崩
壊
が
始
ま
る
』
と
い
う
故
事

か
ら
わ
ざ
と
未
完
成
の
部
分
を

残
し
た
と
い
い
ま
す

④
神
輿
舎

　

ご
存
知
で
し
た
か
？
こ
の
中

に
は
、
徳
川
家
康
が
滅
ぼ
し
た

豊
臣
秀
吉
、
さ
ら
に
は
源
頼

朝
、
徳
川
家
康
の
神
輿
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
何
故
で
し
ょ

う
か
？
是
非
と
も
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

⑤
境
内
内
の
燈
籠

　

東
照
宮
の
境
内
に
は
、
諸
大

名
が
献
納
し
た
一
二
三
基
の
燈

籠
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

変
わ
っ
た
も
の
は
①
家
康
の
養

女
栄
姫
（
黒
田
筑
前
守
長
政
の

妻
）
と
し
二
基
②
伊
達
政
宗
が

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
鉄
材
を
輸
入

し
て
、
領
内
の
租
税
三
年
分
の

費
用
を
か
け
て
作
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
の
が
『
南
蛮
鉄
燈
籠
』

⑥
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
贈
ら
れ
た
ス

タ
ン
ド
型
の
『
蓮
燈
籠
』、
鼓

楼
わ
き
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
型
の

釣
燈
籠
、
そ
し
て
八
角
形
の
回

転
燈
籠
。
何
故
か
三
葉
葵
の
紋

が
逆
さ
ま
に
つ
い
て
い
る
？

◎
今
回
の
東
照
宮
の
不
思
議
な

部
分
は
地
元
県
民
で
あ
れ
ば
知

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
の
願
い

か
ら
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
東
照
宮
に
は
不
思

議
な
建
物
な
ど
あ
り
ま
す
の
で

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
？

追
伸
・
・
・
・
日
光
東
照
宮
は

国
内
で
も
有
数
の
バ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
で
も
あ
る
そ
う
で
す
よ
。


